











在することがわかった（例えば Prasad and Gupta 1999）。これらの海成段丘群について、旧汀線（あ
るいはそれに準じる潮間帯）の高度に関する情報に乏しいため、隆起量・隆起速度の推定が難
しい。2007 年のパイロット調査やコロナ衛星画像の地形判読などに基づくと、キャンベイ湾
沿岸の海岸平野は基本的に tidal mud flat を主とする干潟地形が原型であり、各河川河口部には
その干潟上に alluvial fan が発達している。これらのセットが順次離水したものが海成段丘とな
っている。文献に記された MIS5 海成段丘で 15m 前後、MIS1 海成段丘で 10m ＋程度の高度が
推定される。キャンベイ湾での現在の平均潮位差は 8m に達することを考慮すると、上位の海
成段丘が示す高度が示す地殻隆起成分の見積りが難しい。最小値として知られる平均的な隆起






ら 35cm まで灰色の泥層や細粒砂層が混在している様子が見られた（図 2）。これらの層相や古
地形環境から判断すると、遺跡が立地している場所はもともと洪水氾濫地であったことは疑い
ない。ロータル遺跡発掘報告によると、地表下 5 ～ 6m まで氾濫性シルト（泥層）がその下位
には海成砂層を覆っているらしい（Rao 1979/85）。これがもし事実とすると、この海成層の上
限高度は標高 6 ～ 7m であり、離水した海成面を示唆する。この海成層の形成年代についての





























































古植物学研究者に鑑定を依頼した。Loc.3 では、約 1m の人為掘削を行い、灰色の粘土質泥層が
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